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　第 120回日本眼科学会総会も盛会に終わり，さわやかな季節のもとで，診療，あるいは教育，
研究に励んでいらっしゃることと存じます。他科領域もそうだと思いますが，医学の進歩は年々
速度を増しているような気がします。海外の学会に行くと，遺伝子治療などや人工網膜移植など
が臨床例として発表され，日本でも尽力をしていかなければならないと感じているこの頃です。
もちろん iPS移植など，日本オリジナルの医療を海外に発信することも期待されています。
　今月号は第 69回日本臨床眼科学会講演集の第 3回目となります。過去に論文報告のある事例で
も，改めて実際の臨床経過が書かれている症例報告を読むと，自身の症例のように実感し日常診
療に役立ちます。副作用や合併症などに関する事例は，ともすると報告に躊躇することもあるか
と思います。しかしながら，我々は勇気をもって報告してくださった著者に感謝しながら論文を
読むことで経験を増やすことができます。貴重な機会を大切にして日々勉強していただきたいと
思います。
　臨床眼科は，学会原著や臨床報告に加えて，多彩な分野での連載で毎月広い知識を得ることが
できます。連載の 1つ，「今月の話題」では，山口剛史先生が角膜分野での最近の進歩を総説とし
てまとめており，さらに，よりよい視機能評価を目指した研究についても触れています。「緑内障
道場」「蛍光眼底造影クリニカルカンファレンス」「眼の形成外科エキスパート」も見逃せません。
　今年の春は，急に寒くなったり，夏日が来たり変化の激しい天気が多いように思いましたが，
昨年のあとがきを見ても，4月に東京で雪が降ったと書いてありました。ようやく過ごしやすい
季節にはなりましたが，みなさまどうかご自愛ください。 （寺崎浩子）
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